
上北台公民館利用者連絡会    令和6年 12月 4日発行
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東村山市下亀部 《しもそをすべ)K楊轟土瞳鰊 (国の重要文イ≧財)の見学余 24/11お

東村山駅西日集合。

参加者 12名 (西轟饉長含む)

裁発する離、後藤会長の手作つ資料を

見ながら、説明を受けました。

天気に恵まれ、風もなく、見学会曰和

でした。

東紺ユ:ふるさと歴史館前

と (・も立派な建物です。

風塔 (レプリカ)

仏教文化が日本に入つていたことを示す奈良時代のもので、

昭和初期にバラバラの状態で見つかりました。

実物は現在東京国立博物館にありますが、上宅部遺跡の

調査で部品が足りなかった屋根の一部が見つかりました。

ふるさと歴史館の瓦塔は国立博物館のものを型どりした

ものですが、たいけんの里にはこの屋根の一部の実物が

展示されています。
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丸木船未製品

3500年位前の物で、地下 3メ ー トルで発見。

欅の本、発見時約 1,6ト ン。

人国山たいけんの里の前

体験学習施設で、自然観察 。土器作り

など、体験できます。

こちらも、立派な建物です。

学芸員・千葉氏のガイド付きで見学。

ていねいで、わかりやすい説明でした。

漆を使った物・櫛・装飾品・籠・土偶など

いろんな種類が、展示されてます。

竹籠

(レプリカ)

発見の森

遺跡から出土した植物遺体や本製品をもとに

縄文時代の植生を中心に再現した森。

どんぐりの実が、残っていました。
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見学後にアンケー トを実施しましたので、結果をお知鍋簿 します。

① 現代に生きる私達より、優れたところもある先人たちの知恵をかいま見るとともに、触れた思い

もしました。

② 縄文時代の人々の生活のあとが残っていることが、すごいと思いました。

本が残っていることもすごいし、本の実のあとや、猪の骨などの出土もあり、貴重な展示が見られて

勉強になりました。

③ 現場で実物を見せていただき、とても勉強になりました。
この機会をつくってくださった方々に、感謝します。
古代人の生きている生活の息吹を、感じられました。

④ 古代の人々の暮らしを学ぶ機会が身近にあったとは。

苦手な分野でしたが、楽しんで学べました。孫と来る機会があれば、よりたいです。

⑤ 『竹細工』が、見たかった。大変勉強になつた。
4000年 の籠、ヒゴ作り、良かった。竿竹をたたいてヒゴを作る方法とは。
今度、竿竹で作つてみたい。

⑦ 生きる、生き続けるということが、進化していくことなのかもしれないと、思いました。

どんな道具を使ったのか。どのような工程で作りあげたのか、漆にかぶれなかったのか、などなど、

想像しました。
土偶の展示を見た時に、人が宇宙人にしか見えず、古代の宇宙人を思い出しました。

以上です。

(ア ンケート燿紙に記入された通りに掲載しています)

『利用通連絡会:こ未鷺入爾体動皆さんへ曇

利用者連絡会に加入して、他のグループの人達との交流や、意見交換をしてみませんか。

様々な活動に参加して意見を出し合い、よりよい公民館を目指しましょう !

みなさんの加入を、お待ちしております !!
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⑥ 歴史の勉強は、久しぶり。

何気なく来ていた菖蒲園に来てみて、古代人の暮らしぶ

`)が

、いかに自然の植物をたいせつにしていたか、

そして、り|1室 典を利用して、生き続けることのたいせつさを知りました。
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【活動国曇

【時 間番
番会 費聾

不定期

未定

無 し

輔 動紹介》20輔 .3月 11岡 の福島原発事故

以降、福島の放射能が高しヽ地域に住む子ど

もたちが、少しでものびのびと外遊びでき

るよう、保養ツアーを、毎年開催していま

す。講演会などで広め6活動もしてしヽます。

鏃懇鐘了彎風畿

【活動圏曇 第 3本曜園
【時 間畷 午前10時 ^′ 12時
【会 費】 無し
《活動紹介》多様性の時代の人権間願を

弱者働観点で学習

私たちの回りに1ま、外国籍の人々や、LttT、

障碍を抱、えた人々が多くいます。そして古

い価値畿の社会の申で疎外されてしヽます。

多文化共生時代の少数派の人々の実態を、

学習会や見学会を通 t′て学びあうグループ

です。
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【活動日曇月 41』面雷 本曜画
[時 間』午前 9時～午後 藝時
I会 質量 年額 6,000濯

《活動紹介》手打ちうどん 。手打ちを:ボ

手打ちうどん、手打ちそばを、月4回～

5圃行っています。

年齢層 40歳～80歳 くらい。

各藤、自由に楽しんでしヽます。

ξ活動爾勇①篤 4土曜褻 (カ フェ活動〕

②第 2金躍闘 (幹事会活動)

i時 間】①午前 10時～11時 45分
②午後 14時～16時

[カ フェ参加費】 190鶏

鐘 蜀紹介≫認知症の人や介護者鋳方、専門職

地域住民が交流を図る「オレンジカフェ・ひ

がし′やまと_1の運営を月 1回、その他、高齢

期|=関することや認知症に対する理解と関心

を深めるための「公開講座」を開催していま

す ^ ́V        お
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